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壮行会後の集合写真 

各軍をまとめ、盛り上げてくれた軍リーダー・クリエイターの皆さんありがとう。 

 

 

春に行われた、第６９回全国高等学校総合体育大会兼全国・東海高

等学校総合体育大会岐阜県予選において上位入賞し、東海大会出場を

勝ち取ったウエイトリフティング部と陸上競技部の選手の壮行会を、

６月 18日（金）の帰りの SHRに行いました。ウエイトリフティン

グ部３年生の春日井捷斗君、大島恵悟君、中嶋亮太君、藤井駿成君、

２年生の熊澤開人君、鷲見一樹君、陸上競技部３年生の永冶彰梧君が

一人一人決意を述べ、学校長と生徒会長から激励の言葉をもらいまし

た。東海大会の結果、ウエ

イトリフティング部の階級

別で鷲見君が優勝、藤井君

が 2位、中嶋君が３位と見

事な成績を収めてくれまし

た。中津高校では、短時間

に集中して練習を行うこと

で文武両道を目指して取り

組んでいます。それを見事

に体現してくれました。 

 

６月 22日（火）に、中津川警察

署にてMSリーダーズの認証式が行

われました。MSリーダーズとは、岐

阜県の高校生が組織する規範意識啓

発推進委員会で、地域清掃や交通安

全の呼びかけ、非行防止の活動など

を行う集団のことです。本校では、

毎年、生活委員会が中心となって活

動しています。認証式には、生徒代

表で２年生の可知怜真君が参加

し、恵那地区の代表として宣誓書

を読み上げてくれました。その

後、警察官の訓練の様子を見学す

るなど交流を行いました。今年度

も、新型コロナ感染症予防に配慮

しながらできることを積極的に行

っていってほしいと思います。 

 

６月 27日（日）～2９日（火）に、昨年度できなかった旭陵祭を

開催することができました。コロナ禍ということで、準備期間の短縮

や応援合戦の中止、保護者の

方や地域の方の来校を取りや

めるなど様々な制約がありま

したが、生徒はもちろんのこ

と多くの人々の協力と努力で

伝統の旭陵祭を成功させるこ

とができました。ありがとう

ございました。そして、生徒

の皆さんは本当によく頑

張りました！ 

さて、旭陵祭を「楽し

かったね」だけで終わら

せてしまうのは惜しいと

感じます。旭陵祭を通し

て、１つの作品を作り上

げる上で大切な次の２点

のことができていたかを

振り返ってほしいと思いま

す。１つは、『綿密な計画と

進捗状況の共有』です。特に、リーダーになる人はクラスの全生徒に

これらを分かりやすく伝えることで、短時間であっても完成度を上げ

ることが可能となります。もう１つは、『見る人を意識した構成を考

える』ことです。自己満足で終わることなく、お客さんにとって面白

く、感動を与えられる作品になるよう、時間が許す限り改良を加え続

けてほしいと思います。もっと何かできることはないかと。今後の行

事等がより良くなるよう生かしてくれればと思います。 

 

 

７月８日（木）の 1年生の

総合的な探究の時間に、恒例の

「教員による学部学科説明会」

を開催しました。学年の先生方

の専門を生かして全 1９分野の

講座を開講し、生徒はその中の

２つの学部（学科）を選択し受

講しました。生徒の感想として

次のようなものがありました。 

教育学講座「実際に先生方の学生時代の経験など、他では聞けない 

面白い話が一杯で楽しんで聞けました。」 

「経済と経営の違いが説明を聞いて理解できました。 

マーケティングが楽しそうだと興味をもちました。」 

「数学科を学んだ後の職業についても学べた。英語がか

なり大切だと知ったので英語の勉強も頑張りたい。」 

今後、説明会で興味をもった分野を詳しく調べたり、学べる大学を

調べることで、目標をもって高校生活を送ってほしいと思います。 

演劇部「あの夏、虹色の雲を見た」 
演劇部はすべての舞台の照明・音響を
陰から支えてくれました。ありがとう！ 

 


